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 馬渡会長から答申を受ける岡野教育長

（左から篠﨑副会長、馬渡会長、岡野教育長、神達市長）

　3月 30日に、市立小中学校の適正配置実施計画につ

いての答申書が、馬渡剛会長（茨城大学人文社会科学

部教授）から岡野教育長へ手渡されました。

　答申は、「市内小中学校の均衡のとれた良好な学習環

境確立のため、一定の集団規模の確保が望ましいと考え

る」としたうえで、小中学校適正配置を進めるにあたっ

ての留意事項が付帯意見として盛り込まれました。

　岡野教育長は「答申の内容をしっかり受け止め、小中

学校における子どもたちのより良い教育環境を確保する

ため、小中学校適正配置に取り組んでまいりたい」と述

べました。

　教育委員会では、この答申を踏まえ、市立小中学校

適正配置実施計画 (案)を作成し、4月 15日から 5月 15

日まで実施計画 (案)に対するパブリックコメントを実

施しています。

市立小中学校の適正配置
検討委員会からの答申書が

提出されました

適正配置を進めるに
あたっての留意事項

　市の適正配置案の目標時期を基に統合再

編を進めることが望ましいと考えるが、今

後の社会情勢の変化や児童生徒数の変動等

に応じて適切に見直すこと。特に、具体的

な統合の時期については、保護者と課題を

共有し、十分な協議を行いながら推進する

こと。

教育環境に関すること
　児童生徒の良好な学習環境の確保を第一

とし、市内小中学校が均衡のとれた規模と

なるよう適正な配置を推進することが望ま

しいと考えるが、一方で、学校は地域のシ

ンボルでもあり、歴史的、文化的観点から

も地域との結びつきが強いことを考慮し、

地域の方々と課題を共有し、理解と協力が

得られるよう努めること。

地域との合意形成に関すること

　学区の広域化による児童生徒への負担に十

分配慮し、安全安心な通学環境の確保に努め

ること。特に遠距離通学になる児童について

は、スクールバスの導入も検討すること。

通学体制に関すること
　学校施設については、可能な限り、新し

い教育スタイルに合致する施設整備を検討

すること。

学校施設に関すること

◆問い合わせ＝ 学校教育課（内線8240）

市立小中学校適正配置実施計画(案)について、

皆さんの意見を募集しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。
意見を募集します

収蔵品No.048
『幻の水海道野球場』

　昭和8年、水海道町（設置・管理）、体協（事業
実施）、常総鉄道（敷地貸与）の3者は橋本町に敷
地4,500坪、3,000人収容の野球場を建設。戦争
拡大により僅か7年で閉鎖。この球場で活躍し出征
していった若者の頭に去来したものは…。また、こ
の舞台を演出した人々の目指したものは…。戦前
の官民連携のまちづくりに思う。
※ 写真は開幕試合の五木田チームと始球式の武藤
久兵衛町長

常総水海道商人資料室
（店舗１階併設）

水海道
栄町店

実印10％OFFのホームページクーポンあります。

水海道店：朝10時～夕方4時・土曜日・日曜日・祝日店休
つくば市竹園デイズタウン店：朝10時～夜7時・水曜店休 間口2.7mの細長い３階建

平成17年（2005）作品。本つげ
材1寸2分丸（36mm）。中央に
「口」の字を借りた趣味の遊印。

『吾唯足知』

中央に借用文字
 「口」
上に 「五」
下に 「疋」
右に 「隹」
左に 「矢」

◁


